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経営陣が人事注力を決議、成長のきっかけに

①２０００年
上場

②２００３年
役員合宿で

人事強化決議

退職率が
3年連続30％

③２００５年
人事本部 新設

④２００８年
取締役に人事

業績＆
風通しアップ



２００３年に初めての役員合宿で人事議論

藤田晋による役員合宿の談話メモ
•当時は役員も非常にギスギスしていて仲が悪かった

•温泉宿で1泊2日の合宿

•短絡的な実力主義や成果報酬は合わないんじゃないか

•会社は中長期で経営すべき、短期視点では長く保てない

•中長期で伸ばすことを考えた結果、人を大事にしよう

•あえて「終身雇用を打ち出そう」と言った

•終身雇用で社員を大事にして、福利厚生にも力を入れる

•長く働いてもらうために投資したほうが、むしろ安い

•単純に言うと「会社は社員を大事にします」と先に決めた

•すると不思議なほど社員も「会社が大事です」と言い始めた

CA藤田晋氏が明かす、会社が社員を大事にする理由 https://logmi.jp/business/articles/321060 3

https://logmi.jp/business/articles/321060


役員会議では必ず人事役員が参加
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①会議体

・毎週２時間、８人で実施
・社長、副社長、経営本部役員、人事役員
・他の役員は入れ替わり
・資料は２種類。経営資料と人事資料

②人事資料：議論やモニタリング

・決議進捗とKPI
・社員アンケート（GEPPO）
・幹部コンディション（ヒト会議）
・社内異動、抜擢（ジョブロ）
・おめでた、退職、体調ケア（こみみシート）

③社外取締役との議論

・月に1度、取締役会議で上記議題
・取締役体制
・昇格人事
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全社員による毎月アンケート「ＧＥＰＰＯ（月報）」

①毎月３問程度

②天気で聞く

③上司に見せない

・成果の自己評価

・オリジナル質問

・フリーコメント



社内ヘッドハンター「キャリアエージェントグループ」

①毎月GEPPOを全返信

②気になる社員に連絡

③役員に改善や異動を提案

・GEPPOと共に2013年開始

・年間で200人の異動支援



経営の変化の模範となる取り組み
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役員と社員50人が同じ場所で会社の未来を議論する
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あした会議

役員対抗で決議案を持ち寄るバトル

①１役員と４名の社員でチーム編成
②１チーム３案プレゼン、社長が審査
③順位が社内外に公表される

・新会社設立、人事制度、役員人事など
・自分の分野は提案しても点がつかない
・２７社の新会社、２５００億円の売上
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ブラッシュアップタイムでは社長も一緒に議論

①３分提案と質疑で点数 ②ブラッシュアップタイムで議論
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部署と年次を超えて、会社の課題と未来を議論する



100社で300人の経営者、大多数が20代と30代
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・意思表明を尊重する

・決断経験の量と質が重要

・2割の起業家が全体の目線を引き上げる
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